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残暑に思う 

教頭 濱栗 啓吾 

 

巻雲
けんうん

（ハケで描いたような雲）が見られるほど「天高く」なりつつも、襲

来した２つの台風などの影響もあり、経験したことのないような残暑に見舞

われた 9 月。長崎北陽台高校では、伝統の「体育大会」が 3 年ぶりにフル開

催されました。ひと家族お二人までという観覧制限を設けさせていただきま

したが、多くのご観覧ならびに熱いご歓声をいただき心より感謝申し上げま

す。 

生徒諸君は高校生活を通じて互いに切磋琢磨しながらそれまで培ってき

た能力・資質を遺憾なく発揮し、見る者を魅了してやまない多種多様なパフ

ォーマンスを行ってくれました。記録更新とはならなかったものの、仲間た

ちそして時空を超えた先輩たちとの真剣勝負、想像性・表現力豊かで息の合

った 3 年生の応援合戦、優勝を目指して班一丸となった団体競技など、生徒

一人一人の一生懸命が様々な色となって開花し、まさに体育大会のテーマで

ある「百花繚乱」を見事に体現してくれました。 

「体育大会」に限らず学校行事は、それまでの準備や本番での取り組みなどをとおして、望ましい人間関係の

形成や，連帯感の深化，公共精神の涵養などを育む機会として位置付けられていますが、本校が特に大切にして

いることは主体的態度の育成です。開会・閉会宣言を始め、係の仕事、さらに応援合戦など、体育科の先生方を

はじめ諸先生方からの支えを享受しつつ、ほとんどが生徒諸君の手によって「体育大会」は作り上げられました。

生徒自らが主体的に、試行錯誤しながら懸命に積み上げ、どんな形であれ完成した時に、教員でよかったなと思

う瞬間があります。それは成長の姿を目の当たりにできる瞬間です。施してきた「教育」が蕾へと膨らむ瞬間と

も言えます。 

「教育」に相当する英語は education です。ラテン語由来のこの単語は、e-(外へ)と-duc(導く)から成り、「能

力を導き出す」を表していました。「教育」は確かに生徒の能力を導き出す大切な役割を担っています。一方、

生まれ持った能力は鍛えたり磨き上げたりすることが必要です。また、なぜ、どのように、何を発揮するのかと

いったことを持ち主に考えさせることも欠かせません。これは、「教育」のもう一つの側面である instruction と

言えるでしょう。この語もラテン語由来ですが、in-(中に)と-struct(建てる)から成立しており、「心の中に築く」

を表す単語です。 

これら２つの単語の語源から改めて「教育」を考えてみると、「教育」には２つのベクトルがあるようです：

教員から生徒への instruction、そして生徒の中から外への education―この２つの大きさと向きが相互に作用し

てこそ「教育」であり、その中で生徒は成長を遂げていく―。ただし、それぞれの向きや大きさが誤ったり過不

足があったりすると destruction が起こりかねません。教える側として教え込みすぎないなど注意したいもので

す、自戒の念を込めて。 

本校を卒業後、皆さんの人生において、それぞれの花を咲かせ世の中を彩り、果実を実らせ人々を潤せるよう、

本校の教育活動をとおしてたくさんの蕾を膨らませてほしいと切に願っています。 

 
本校上空 9月 7日撮影 

 



体育大会 「百花繚乱」～燃え上がれ 一度きりの青春～ 

薬物乱用防止教室 

 

 

 

９月５日（日）、今年の体育大会はひと家庭につきお二人までという観覧制限こそありました

が、プログラムの時間を短縮することなく２年ぶりのフル開催となりました。各競技で生徒は各班

の優勝に向けて一生懸命に頑張りました。また、今年度も応援合戦は３年生のみで行いました。放

課後等の限られた時間の中での練習ではありましたが、完成度の高い演技を披露しました。総合優

勝は４班（緑：３年２・６組、２年１・７組、１年３・５組）で、応援合戦は２班（黄：３年１・

７組）が栄冠を勝ち取りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月１５日、本校で薬物乱用防止教室が行われました。 
１年生は西彼保健所の佐々野恵美先生の講話を聞きました。薬物に

関する事前アンケートを実施し、薬物依存の恐ろしさや、薬物への誘

いへの対処などをわかりやすく教えていただきました。生徒も思って

いたよりも身近なところに危険が潜んでいることを痛感したようです。

そのような危険な場面に遭遇しないことが第一ではありますが、生徒

自身、自らの人生や命を守る力の一つとして身につけてほしいと感じ

ました。 

 



長崎大学水産学部水産学部研修 

 ２・３年生は長崎税関の迫田健児先生の講話を聞きました。講演の中では、薬物の

摘発状況や薬物依存の恐ろしさ、薬物への誘いへの対処などを具体的なデータや写真

資料などにより理解することができました。また、安全で公正な貿易の実現を担う税

関の仕事内容に触れることができたり、麻薬探知犬のデモンストレーションを見るこ

とができたりと、生徒も大変興味深く引き込まれ新しい学びを得ることができまし

た。 

 

 

 

 

 

 

 ９月２０日（火）の午後、理数科１年生が研修成果発表会を行いました。 

長崎大学水産学部の先生方にご協力いただきながら、８グループに分かれて６月から取り組んできた研究活動

をポスターにまとめ、各グループで発表しました。 

今年度も体育館に加え、長崎大学水産学部とオンライン接続した会場で発表を行い、参観した２年生の理数科・

普通科理系生徒、指導していただいた長崎大学の先生方との質疑応答も活発に行われ、有意義な発表会となりま

した。 

各班の研究テーマは次のとおりです。 

1班 「大村湾に生息するフグの毒性」  

2班 「ひずみゲージを使った魚の引っ張り力計測釣り竿の製作」  

3班 「魚種を判別するにはどんな情報が必要？」  

4班 「海藻色素の分離と吸収スペクトル測定」  

5班 「はたらく細胞：魚と細菌の戦い 」  

6班 「帆を上げろ！櫂を持て！船、その推進抵抗の世界」  

7班 「海の酸性化が海洋生物に与える影響の検討」  

8班 「水産食品に含まれる抗酸化活性の評価」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１学年より 

１０月の主な行事予定 
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◎受け身の学習から脱却できていますか 

 ２学期の最初に学年集会で話したことを覚えているでしょうか。やらされる勉強より、自分でやる勉強

の方がはるかに効果的で、みなさんにはこのことを意識した学習を行ってほしいと願っています。なかな

かできることではないかもしれませんが、少しずつ学習に対する意識からでもよいので、変化させてほし

いと思います。自分で考えて、このような学習を実践したと人に話せるようになってほしいと思います。 

 

◎心の健康も大切に 

 「心・技・体」という言葉があります。これは、「体・心・技」「技・体・心」など、並べ替えてもいい

ような気がしますが、どこかしっくりきません。「心」が先頭にあることに意味があるように思います。

何かを頑張ろうと思うときは、健康ではないとできません。とくに「心」の健康、精神面が充実していな

いとやる気もおきません。高校生は感受性が豊かで、何事にも敏感に反応でき、もしかすると傷つきやす

い時期なのかもしれません。心の健康を充実させるためにも、周囲に気遣い、声掛けや激励、お互いが気

持ちよく過ごせる環境づくりを今後も続けてほしいと思います。悩みがあるときは、一人で悩まず、周囲

に聞いてもらうことも大切かと思います。学校にも保健室をはじめ、相談する体制が整っていますので、

利用したいときは先生方にいつでも相談してください。 

 

◎各クラスのコーナー 

今回は１年３組です。体育大会をふりかえりコメントを書いてもらいました。ご覧ください。 

 

３日（月） ～４日（火)  ２年生２学期中間試験、３年生学年末試験 

７日（金）         ３年生共通テスト１００日前集会 

８日（土） ～９日（日） ３年生校外記述模試  

１３日（木）        長崎北陽台文化の日、人生の達人セミナー 

１５日（土）        ３年生オープン模試 

２０日（木）        芸術鑑賞会 

２２日（土）        ３年生オープン模試 

２４日（月）        １・２年生大学出前講義 

２５日（火）        ２年生普通科課題研究中間発表 

２９日（土）～３０日（日） ３年生校外マーク模試  

 

 

 



 



 

 



２学年より 

３学年より 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

総合的な探究の時間 での取り組み ～中間発表に向けて～ 

 

 現在１０月２５日の中間発表に向けて準備中です。７月のフィールドワーク後の進捗状況について一部

をご紹介します。 

 

街づくり（衛生） 河川に行き、ゴミを回収・分別しました。そのゴミを使ってモニュメント作成中です。 

 

街づくり（福祉） 株式会社デンソーウェーブさんのオフィスに行き、簡単なロボットプログラミングを

学びました。子育て支援の充実に向けて、ロボットを活用する方法を研究中です。 

 

自然環境     動物の殺処分の現状について調べました。現在は生徒に動物愛護についての意識調査 

のアンケートをするための準備中です。 

 

街づくり（地域） 長与町・時津町のおすすめスポットを取材し、インスタグラムを開設しました。 

 

 

 

 

体育大会を終えて 

 

「百花繚乱」というスローガンのもと、今年は、３年ぶりにコロナ禍以前に近い体育大会が開催されまし

た。行進が実施され、縦割りで３学年そろって班活動することができたことは、３年生にとっても良い経験

になったと思います。班別集会では、美しい行進を作り上げるために、１，２年生との一体感を得ようと試

行錯誤を繰り返しながら、趣向を凝らして指導にあたっていました。競技中も、色別に応援の声が沸き上が

り、大変盛り上がりました。日頃３学年そろって一つのことを成し遂げる機会を持つことがないので、北陽

台生としての和を体感する絶好の機会になったのではないでしょうか。 

 応援合戦は３年生単独での実施となりました。リーダーを中心に計画し、音楽やダンスを上手く利用しな

がら、それぞれの班で設定したテーマを表現していました。準備期間中は、意見がぶつかり合うことも多々

ありましたが、そのような苦労があったからこそ、本番では真剣かつユーモラスな演技を披露することがで

きたのだと思います。 

 高校最後の体育大会を終え、今後は受験に向けてシフトしていくことになります。全力でやり遂げた、と

いう思いが強い人ほど、学習への切り替えが上手くいくものです。自分の限界まで、できる限りの努力をし

ましょう。自分の道は自分で切り開いていくより他にないのですから。 

 

街づくり（福祉）f 班 株式会社デンソーウェーブにて 

中央のロボット（COBOTTA）のプログラミングを習い、

実際に動かしている様子 

 



各種大会の結果 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

令和４年度長崎県高等学校新人体育大会陸上競技 

女子 

  団体総合 ６位 

  個人 ４００ｍH １位 野口芙充（２年３組） 

     ２００ｍH ２位 野口芙充（２年３組） 

     円盤投   ２位 深堀佳織（２年１組） 

※以上の選手は 10/14～16に佐賀県で開催される全九州高校新人体育大会への出場権獲得 


